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議案第  号 

 

平 成 ２ ９ 年 度 川 西 市 一 般 会 計 予 算  

 
 

 平成２９年度川西市の一般会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 54,569,000 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」 

  による。 

（継続費） 

第２条 地方自治法第２１２条第１項の規定による継続費の経費の総額及び年割額は、

「第２表 継続費」による。 

（債務負担行為） 

第３条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事

  項、期間及び限度額は、「第３表 債務負担行為」による。 

（地方債） 

第４条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

  目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第４表 地方債」による。 

（一時借入金） 

第５条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、

   10,000,000 千円と定める。 

（歳出予算の流用） 

第６条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

  額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  各項に計上した給料、職員手当等及び共済費（賃金にかかる共済費を除く。）に係

  る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

 

平成２９年２月１７日提出 

川 西 市 長       大 塩  民 生   
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第２表　継　続　費

款 項 総額 年度 年割額

平成29年度

平成30年度

平成31年度

第３表　債 務 負 担 行 為

 （単位：千円）

事業名

04　衛生費 03　清掃費
清掃事務所整備事業
（清掃事務所整備工事及び工事
監理委託）

絹延橋第１踏切拡幅に係る経
費

　平成30年度

能勢電鉄株式会社が実施する絹延橋第１
踏切拡幅工事について、市が協定書に基
づき必要となる額を限度額として負担す
るものとする。

平成30年度から平成31年度 14,231千円

川西市中小企業振興資金融資
に係る損失補償
（公害除去施設資金）
（都市計画事業資金）
（起業家支援資金）
（小口零細企業事業資金）

川西市中小企業振興資金融資あっせん制度要綱に基づく以下の資金の融資
額について、兵庫県信用保証協会に損失が生じた場合は、以下の額を限度
額として補償するものとする。
　公害除去施設資金　　　　　当該融資額の21％
  都市計画事業資金　　　　　当該融資額の30％
  起業家支援資金　　　　　　当該融資額の20％
  小口零細企業事業資金      当該融資額の20％

社会福祉法人阪神福祉事業団
が行うななくさ育成園移転改
築整備事業にかかる融資補償

平成 年度の事業着手に伴って融資を受ける事業資金について、平成 年
度以降、債務が消滅するまでの間、融資機関に損失が生じた場合、
千円に利子相当額を加えた範囲内で補償するものとする。

川西市土地開発公社事業資金
に係る債務保証

　平成30年度

コミュニティ組織が策定する地域別計画
に掲げられた事業で、地域が課題解決の
ために新たに取り組む事業であると市長
が認めるものについて、 事業 万円を
限度として平成 年度の地域づくり一括
交付金に加算するものとする。

納税通知書等の封入等に係る経費 　平成30年度 4,789千円

地域づくり一括交付金
（交付金の加算）

平成 年度に川西市土地開発公社が融資を受ける事業資金について、平成
年度以降債務が消滅するまでの間、 千円に利子相当額を加えた額

の範囲内で債務を保証するものとする。

限　度　額

指定道路基礎調査事業に係る
経費

平成30年度から平成32年度 16,350千円
道路明示管理システム構築事
業に係る経費

事　　　　項 期　　　　　間

路線バス運行事業

阪急バス株式会社が行う平野駅から多田グリーンハイツ内・市立川西病
院・山下駅経由、大和地域間に至るバス運行について、平成 年度（下半
期）における運行に伴う収入が経費に満たない場合は、当該差額を限度額
として補助するものとする。
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第４表　地　方　債

（単位：千円）

起債の目的 限度額 起債の方法 利　率 償　還　の　方　法

キ セ ラ 川 西 内 複 合 施 設
整 備 事 業 費

本 庁 舎 設 備 更 新 事 業 費

市民温水プール設備更新事業費

加 茂 ふ れ あ い 会 館
改 修 事 業 費

幼 保 一 体 化 施 設 整 備 事 業 費

一 の 鳥 居 老 人 福 祉 セ ン タ ー
耐 震 改 修 事 業 費

総合センター耐 震改 修事 業費

社 会 福 祉 施 設 空 調 設 備
更 新 事 業 費

保 育 所 施 設 改 修 事 業 費

水 道 事 業 会 計 出 資 債

清 掃 車 両 購 入 事 業 費

清 掃 事 務 所 整 備 事 業 費

加茂井堰警報設 備更 新事 業費

農 業 用 施 設 改 良 事 業 費

川西能勢口駅東側広場整備事業費

公 園 設 備 整 備 事 業 費

急 傾 斜 地 対 策 事 業 費

地 方 道 路 等 整 備 事 業 費

豊 川 橋 山 手 線 整 備 事 業 費

橋 り ょ う 長 寿 命 化 事 業 費

花 屋 敷 団 地 建 替 事 業 費

市 道 ４ ４ 号 道 路 改 良 事 業 費

御 社 橋 拡 幅 整 備 事 業 費

（ 仮 称 ） 出 在 家 町 健 幸 公 園
整 備 事 業 費

普通貸借
又は

証券発行

　５．０％
　以　内
ただし､利率

見直し方式で
借り入れる政
府資金及び地
方公共団体金
融機構資金に
ついて、利率
の 見 直 し を
行った後にお
いては当該見
直 し 後 の 利
率)

借入れの日から３
０年以内（５年以
内 の 据 置 き を 含
む。）に半年賦元
利均等その他の方
法により償還。た
だし、財政の都合
により繰上償還を
なし、償還年限を
短縮し、又は低利
債に借り換えをな
すことができるも
のとし、借入先の
定める融通条件が
あるときは同条件
に従うことができ
る。

－ 10 －



（単位：千円）

起債の目的 限度額 起債の方法 利　率 償　還　の　方　法

（仮称）火打健幸公園整備事業費

消 防 設 備 整 備 事 業 費

消防本部・南消防署整備事業費

加 茂 遺 跡 保 存 事 業 費

留 守 家 庭 児 童 育 成 ク ラ ブ
整 備 事 業 費

郷 土 館 保 存 整 備 事 業 費

小・中学校 運動 場改 修事 業費

幼稚園等空 調設 備整 備事 業費

（仮称）里山センター整備事業費

借 換 債

臨 時 財 政 対 策 債

計

普通貸借
又は

証券発行

　５．０％
　以　内
ただし､利率

見直し方式で
借り入れる政
府資金及び地
方公共団体金
融機構資金に
ついて、利率
の 見 直 し を
行った後にお
いては当該見
直 し 後 の 利
率)

借入れの日から３
０年以内（５年以
内 の 据 置 き を 含
む。）に半年賦元
利均等その他の方
法により償還。た
だし、財政の都合
により繰上償還を
なし、償還年限を
短縮し、又は低利
債に借り換えをな
すことができるも
のとし、借入先の
定める融通条件が
あるときは同条件
に従うことができ
る。
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特 別 会 計                               
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川 西 市 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計                                 
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議案第  号 

 

平 成 ２ ９ 年 度 川 西 市 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 予 算  

 

 平成２ ９ 年度川西市の国民健康保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 20,356,430 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

 による。 

（歳出予算の流用） 

第２条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

 額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 (1) 各項に計上した給料、職員手当等及び共済費（賃金にかかる共済費を除く。）に

  係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の

  流用 

 (2) 保険給付費の各項に計上した保険給付費に係る予算額に過不足を生じた場合にお

  ける同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用               

                                       

    

 

平成２９年２月１７日提出 

 

 

 

川 西 市 長       大 塩  民 生   
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川西市後期高齢者医療事業特別会計                                 
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議案第  号 

 

平 成 ２ ９ 年 度 川 西 市 後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計 予 算  

 

 平成２ ９ 年度川西市の後期高齢者医療事業特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 2,923,139 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

  による。 

 

 

平成２９年２月１７日提出 

 

 

                      川 西 市 長       大 塩  民 生   
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第　 　

用 料 及 び 手 数 料 169

 

01 手 数 料 169

入

03 繰 入 金 433,3

　

32

01 一 般 会 計 繰

 

入 金 433,332

歳

04 繰 越 金 1

01 繰

　

越 金 1

05 諸 収 入 4

 

,097

01 延 滞 金

出

、 加 算 金 及 び 過 料 28

　

8

02 償 還 金 及 び 還

１  

付 加 算 金 3,800

予

03 雑 入 9

　

歳 入 合 計 2,923

 

,139

算　

歳　　入 (単位：

表

千円)

款 項 金　　　　

　

　　額

01 後 期 高 齢 者

　

医 療 保 険 料 2,485

　

,540

01 後 期 高

　

齢 者 医 療 保 険 料 2,4

歳

85,540

02 使
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歳　　出 (単位：千円)

款 項 金　　　　　　額

01 総 務 費 53,906

01 総 務 管 理 費 42,816

02 徴 収 費 11,090

02 後期高齢者医療広域連合納付金 2,864,433

01 後期高齢者医療広域連合納付金 2,864,433

03 諸 支 出 金 3,800

01 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 3,800

04 予 備 費 1,000

01 予 備 費 1,000

歳 出 合 計 2,923,139
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川 西 市 農 業 共 済 事 業 特 別 会 計                                 
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議案第  号 

 

平 成 ２ ９ 年 度 川 西 市 農 業 共 済 事 業 特 別 会 計 予 算  

 

 平成２ ９ 年度川西市の農業共済事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 12,010 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

 による。 

 

 

平成２９年２月１７日提出 

 

 

                    川 西 市 長       大 塩  民 生   
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第　 　

交 付 金 1

05 繰 入 金

 

113

06 繰 越 金 1

入

02 業 務 勘 定 収 入 1

　

1,793

01 賦 課

 

金 73

03 団 体 支 出

歳

金 30

04 分 担 金 及

　

び 負 担 金 37

05 財

 

産 収 入 1

06 繰 入 金

出

11,651

07 諸

　

収 入 1

歳

１  

入 合 計 12,010

予　 算　

歳　　入 (単位：

表

千円)

款 項 金　　　　

　

　　額

01 農 作 物 共 済

　

勘 定 収 入 217

01

　

共 済 掛 金 51

02 交

　

付 金 20

03 保 険 金

歳

31

04 連 合 会 特 別
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歳　　出 (単位：千円)

款 項 金　　　　　　額

01 農 作 物 共 済 勘 定 支 出 217

01 共 済 金 102

02 無 事 も ど し 金 1

03 農 業 共 済 事 業 基 金 積 立 金 1

04 繰 出 金 113

02 業 務 勘 定 支 出 11,763

01 総 務 管 理 費 10,985

02 業 務 費 749

03 連 合 会 支 払 賦 課 金 29

03 予 備 費 30

01 予 備 費 30

歳 出 合 計 12,010
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川 西 市 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計                                 
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議案第  号 

 

平 成 ２ ９ 年 度 川 西 市 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 予 算  

 

 平成２ ９ 年度川西市の介護保険事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 11,687,281 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

 による。 

（歳出予算の流用） 

第２条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

 額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

   各項に計上した給料、職員手当等及び共済費（賃金にかかる共済費を除く。）に係

 る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

  

                                        

 

平成２９年２月１７日提出 

 

 

 

川 西 市 長       大 塩  民 生   
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第　 　

1 手 数 料 228

03

 

国 庫 支 出 金 2,567

入

,908

01 国 庫 負

　

担 金 1,897,03

 

7

02 国 庫 補 助 金 6

歳

70,871

04 支

　

払 基 金 交 付 金 3,05

 

9,976

01 支 払

出

基 金 交 付 金 3,059

　

,976

05 県 支 出

１  

金 1,644,029

予

01 県 負 担 金 1,5

　

43,505

02 県

 

補 助 金 100,524

算

06 財 産 収 入 254

01 財 産 運 用 収 入 254

07 寄 附 金 1

01 寄 附 金 1

08 繰 入 金 1,714,375

01 一 般 会 計 繰 入

　

金 1,714,374

02 基 金 繰 入 金 1

歳

09 諸 収 入 765

0

　

1 延 滞 金 、 加 算 金 及 び

　

過 料 257

02 雑 入

入

508

歳

(

入 合 計 11,687,

単

281

位：

表

千円)

款 項 金　　　　

　

　　額

01 保 険 料 2,

　

699,745

01

　

介 護 保 険 料 2,699

　

,745

02 使 用 料

歳

及 び 手 数 料 228

0

－ 36 －



歳　　出 (単位：千円)

款 項 金　　　　　　額

01 総 務 費 267,852

01 総 務 管 理 費 81,011

02 徴 収 費 56,526

03 介 護 認 定 審 査 会 費 128,437

04 運 営 協 議 会 費 1,878

02 保 険 給 付 費 10,586,285

01 保 険 給 付 費 10,586,285

03 財 政 安 定 化 基 金 拠 出 金 1

01 財 政 安 定 化 基 金 拠 出 金 1

04 地 域 支 援 事 業 費 638,674

01 地 域 支 援 事 業 費 638,674

05 基 金 積 立 金 190,469

01 基 金 積 立 金 190,469

06 諸 支 出 金 3,000

01 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 3,000

07 予 備 費 1,000

01 予 備 費 1,000

歳 出 合 計 11,687,281

－ 37 －





 

 

 

 

 

 

 

 

川 西 市 用 地 先 行 取 得 事 業 特 別 会 計                                 

－ 39 －





議案第  号 

 

平 成 ２ ９ 年 度 川 西 市 用 地 先 行 取 得 事 業 特 別 会 計 予 算  

 

 平成２ ９ 年度川西市の用地先行取得事業特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 2,648,106 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

  による。 

（地方債） 

第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

                                        

 

平成２９年２月１７日提出 

 

 

川 西 市 長       大 塩  民 生   

 

  

－ 41 －



第　 　

繰 入 金 789,232

 

01 一 般 会 計 繰 入 金

入

485,970

02

　

基 金 繰 入 金 303,2

 

62

03 市 債 962

歳

,300

01 市 債 9

　

62,300

 

歳 入 合 計 2,64

出

8,106

　１  予　 算　

歳　　入 (単位：

表

千円)

款 項 金　　　　

　

　　額

01 財 産 収 入 8

　

96,574

01 財

　

産 売 払 収 入 861,6

　

15

02 財 産 運 用 収

歳

入 34,959

02

－ 42 －



歳　　出 (単位：千円)

款 項 金　　　　　　額

01 用 地 先 行 取 得 費 962,308

01 用 地 先 行 取 得 費 962,308

03 基 金 積 立 金 815,951

01 基 金 積 立 金 815,951

04 公 債 費 869,747

01 公 債 費 869,747

05 予 備 費 100

01 予 備 費 100

歳 出 合 計 2,648,106

－ 43 －



第２表　地方債　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円）

起債の目的 限度額 起債の方法 利　率 償 還 の 方 法

土 地 開 発 公 社 用 地
買 い 戻 し 事 業 費

道 路 等 用 地
先 行 取 得 事 業 費

計

借入れの日から３０年以内
（５年以内の据置きを含
む。）に半年賦元利均等そ
の他の方法により償還。た
だし、財政の都合により繰
上償還をなし、償還年限を
短縮し、又は低利債に借り
換えをなすことができるも
のとし、借入先の定める融
通条件があるときは同条件
に従うことができる。

　５．０％
　以　　内

普通貸借
又は

証券発行

－ 44 －



 

 

 

 

 

 

 

 

川西市中央北地区土地区画整理事業特別会計                                   

－ 45 －





議案第  号 

 

平 成 ２ ９ 年 度 川 西 市 中 央 北 地 区 土 地 区 画 整 理 事 業 特 別 会 計 予 算  

 

 平成２ ９ 年度川西市の中央北地区土地区画整理事業特別会計の予算は、次に定めると

ころによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 3,254,759 千円と定める。 

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」

  による。 

（地方債） 

第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の

目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地方債」による。 

（歳出予算の流用） 

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金

  額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

  各項に計上した給料、職員手当等及び共済費（賃金にかかる共済費を除く。）に係

  る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用 

 

 

平成２９年２月１７日提出 

 

 

                      川 西 市 長       大 塩  民 生  

－ 47 －



第　 　

会 計 繰 入 金 535,6

 

13

02 基 金 繰 入 金

入

123,503

04

　

諸 収 入 24

01 雑 入

 

23

02 土 地 貸 付 収

歳

入 1

05 市 債 1,0

　

58,700

01 市

 

債 1,058,700

出

07 保 留 地 処 分 金 1

　

,388,985

0

１  

1 保 留 地 処 分 金 1,3

予

88,985

　

歳 入 合 計 3,25

 

4,759

算　

歳　　入 (単位：

表

千円)

款 項 金　　　　

　

　　額

02 国 庫 支 出 金

　

147,934

01

　

国 庫 補 助 金 147,9

　

34

03 繰 入 金 65

歳

9,116

01 一 般

－ 48 －



歳　　出 (単位：千円)

款 項 金　　　　　　額

01 土 地 区 画 整 理 事 業 費 1,249,530

01 総 務 費 31,769

02 土 地 区 画 整 理 事 業 費 1,217,761

02 基 金 積 立 金 1,099,704

01 基 金 積 立 金 1,099,704

03 公 債 費 904,525

01 公 債 費 904,525

04 予 備 費 1,000

01 予 備 費 1,000

歳 出 合 計 3,254,759

－ 49 －



第２表　地方債　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円）

起債の目的 限度額 起債の方法 利　率 償 還 の 方 法

都市計画道路等整備事業費

中 央 公 園 整 備 事 業 費

借 換 債

計

普通貸借
又は

証券発行

 　 　５．０％
　　  以 　内
ただし､利率見直し

方式で借り入れる政
府資金及び地方公共
団体金融機構資金に
ついて、利率の見直
しを行った後におい
ては当該見直し後の
利率)

借入れの日から３０年以
内（５年以内の据置きを
含む。）に半年賦元利均
等その他の方法により償
還。ただし、財政の都合
により繰上償還をなし、
償還年限を短縮し、又は
低利債に借り換えをなす
ことができるものとし、
借入先の定める融通条件
があるときは同条件に従
うことができる。

－ 50 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この冊子は、260部作成し、1部当たりの単価は約 162円です。 


